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にはI昭を含む砂混しりの上 “姫 )が 堆積する。検出

面から弥生i帯 とみられる■細 ,キが山とした。S2は

北西から高文方向へ延び 中 程で市側へ護やかにカーブ

する 機 は面での幅は約60～ 80mで ある。サブトレ

ンチによう離記した結果 深 さ約20卸 の浅い活状逆裕

であることがわかった。理■は尉q色を皇する。級‖面

おヽらi器 小片が出ユした。Slと S2の 連続性は不明で
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あるが 埋 土と鋼浅が鋼よすることから ト レンチJと東

いて日山し両者が連続する可能性はある

S3-S5● IL段ヨ七s側 の肩部で殺出した。それぞれ

の追他の切,合 い問係では 古 〕ヽ碩にS4→ S5→ SS

とみられる S3は 長さ約6n 帽 約 lSnの 範囲で十

円状に尉0この埋土を検出した軍本住層跡とみられる

S 4は 竪穴住属か段状遺楢とみられるものである 塙
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35皿 の範囲でにぶい捜相色の理上を検出しており 高

西砲ではS5に 切られる SSは ね面上方ではS3に 切

られているが 臨 1lm× 5,Ⅲ の範囲でにポいま掲こ

の埋■を検出しており 厚 角■膚tし くは段状逆構と考

えられる。 S4の 埋■と投なるのは 如 ■に焼士れおよ

び炭lLlb」,キを聖宮に合む点であり 焼 失逆補の可能性

がある。

S3～ S5を 題う②酒から弥生土器3 1-3セ S

石盤324 325鉄 崩325～ 328が 出土した(因3)。

■群3 1 3 2は V-2加 の特徴を持ち 3 3～ 3

Ⅲ S 16は V-3期 の特徴をヽつと緑である 012

～315は 終末期にみられる日線部である

獣製品S26は 舷餓 327328は 不明鉄製品である。

トレンテ北西端部から出上した325は  武 盛形石理

品と思われる石器である 中 心軸付近は 断 面半円形の

研ピはしが直線状に延びており Ⅲ 窪を表Ilした可能性

がある 実 測図の上下琳部 お よび右軸線部は階段状に

剥離しており 久 損した可能性がある。左側縁翻は ま

ち状に広がるものの 力 部に相当する部分は丸い Vヽす

0弓 出土せ物(2〕

れ 全ヽ面的に摩減しており 明 陥,こはわからない 左 側

線のラインを積極的に詔面するなら あ るい1ま飼矛 編

剣といった青銅武様の模倣品め可能性ヽある。

ただ 山 陰地方においては 島 根県西"津 迫筋や 口

和山遺跡において武器形石製品が出上しているがIⅢ すヽ

れも弥生時代中朔とみられるものである 中 四国地域に

おいても後筋にくたる明碓なるのはみられない 全 面的

に体波が認あられることを重視するなら 欠 損後も 保

管 尉 貫lHするといった長期にわたる側打も想定すべき

であろうれ、
の

SS～ SSは i陵 高HF側の肩部で検出した い ずれも

W肩 上面て校出した。S6は 3コ ン25m以 上の規模を

もち 野 べ仁信もしくは段状迫枯と思われる。埋土は棺

色を皇し 擁 ■HIおよ6峡 化物の細片を多とに含むこと

から焼実題構の可能性があるt S7は 3皿 X17mの に

囲でに忘い掲阜ち埋とを絞はした。理■には催かに粛 ヒ

駒を合む 抜 出面では追切は山としていない 竪
‐
I層

もしくは段状遺構と思われる。S8は 斜面に直交して湛

状にのびるもので 斜 面下力別に植かに取を緒く。幅は
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20～ SOm ttit増 色を二する。 S7理 注後に桶高1

された迫札であろう。これらの迎村校由面を覆う0用 か

う 土 様4 2～ 411 百 器 412 113 増 【核とみ

られる炭化極子2点が出上した(図4飽 子写真43P)。

42は V-2期 の特徴をヽち 4“ ヽ4■ 1は V-3

期の特徴を持つ 4■ 3ほ求理の中央付近に酸打痕をも

つ藤石群 412は 黒旺石製の有鮎である。

このほか F陵 線辺部から科両部を中心にビットと思

われる円形もしくは不整形をビットを検出した。色調は

寓旧色 網 色 次 掲色の3和がみられる。黒絹色を皇す

るものの中には 不 明幅な検出状況から紺木の速筋かも

しれないものが含まれており 上 面での機山にととめた

ため 全 てが遺Wlなのかどうかわからない ま た こ れ

らの中にはS3～ S7の 上面で検出されたこのや 9冒

上面から短り込まれているものがある一方 勤 べlltt S

Sに切られるSI S2も 黒糟色を皇しており 理 上の

色積の違いがlH定の時期を示すこのではなv、

T2出 土通筋

■iから‖上した遺助な こ 陵高部および糾而部から

出ユしておう 週 構忙上のO日 から出上したものが大半

である 道 松埋たの最終過程において流人もしくは投表

されたこのと考えられる。一方 It■度平垣面からい上し

たこのはV― 娘 階の特触をもつ4 1の ほか奮かな細

片のみであり極めて少ない

T2

丘幽 七安TI面部の遺拙ヵ布状況をFTることを目的に設

定したトレンチである 表 す下には03が 市く地積し

下痛には②層ぶ レンチ全面に雑獄する さ らに下用に

はV周 がある。迎楠抜」l面はW周 上高てある。 S10下

方では冊く]層 とみられる堆植がある 包 割唇雄積状況

の陥誼のため 壁 面に沿いサアトレンチを設定した

枝出した増松は Se s lo ビ ットである。 S9

では 23nヽ 白n以 上の範囲で灰相色の埋土を続出し

た。 ト レンチ苺面では遺桁の瑞部が立ち上がる状況が碓

認されておう 望 穴t居 もしくは段状追lHlと思われる
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埋とのO日 に半は埋捜した状況で群台5 8が 出tし た。

M期 の特徴をもつ土器である S10は 幅03m～ 12m

トレンチコ言断面では探細 5mを 測る浅い満状道構

と神断され 斜 面に対して直交する方向に掘削されてい

る。道継の目喧が想定され 輛 が狭く暗糟色を皇する高

東側の活ざ堅渋した後に 幅 広で黒掲この埋■をもつ北

』則の湖が桐削されたものとみられる こ れはトレンチ

」言断面の⑨胃と0言 に対応するものである

このほか 円 形または不睦形なビット秋の孫ち込みを

検出した。迎土には黒掲色 福 色 灰 糟色 赤 掲色の4

楢がみられる 黒 糟色の理上をヽつものには形状が不建

形で明態ではないものヽ含まれており 樹 木の痕既など

がある程度含まれるものと思われる。赤掲色の埋土をt

つビットは他のトレンチでは確認していない

S9 S10の 直上の④肩から土群5 1～ 5 8 板

状歎製品5 0が 出上した。5 1～ 5 2は V-2加 の

特徴をもち 5 3は V-3規  5 3～ 5 8は M期 の

%
Te出 ユ遺物

特徴をヽつ。

T3

北束側斜面■方の遺枯の把握を目的に設定した ト レ

ンチ田辺の地形は 上 方のこ践頂部から続く綴斜面が

標高 101n月 辺で傾科変譲し ド レンチ下喘直下の標

活97コ 付近できちに急績料をなし谷へ向かう。現浪で

は 標 高 100m前 後に浅い窪地がみられる。理捜し営

らない聾穴住_Eが窪地をとす状況は一次調査においても

碓認されているが 松 尾頭地区においてもこうした建地

が遣構の痕跡なのかどうが検証することを考慮し 窪 地

を断ち割る方向にトレンチを設定した。

表土下にはおくO層 が雄積し 下 層には lo m～ 20

mの 厚どで0目 がほピ全nIにみられる。さらに 下 層に

はV層 がlt殺【本 この上面で遺構を検出した。S llは

現況で存在した経地部分で検出した道松である 幅 約

35mで ある。遺橋上方から中央付近は6層 の落ち込み

のため県指色を里し 遭 mlT瑞付近は格色土 (O痛 )が

― LC
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一
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